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ヒドロナフタレンを基質とした FeCl3触媒的 Friedel-Crafts 反応に続く脱水反応により
ナフタレンと（ヘテロ）芳香環が結合したビアリール誘導体の簡便合成法を確立した。
さらに、非対称な基質を用いた位置選択的ベンジル位炭素－酸素結合開裂反応が進行
し、多様なビアリール誘導体の合成が可能であることを明らかにした。フタランおよ
びイソクロマン誘導体のトリフェニルホスフィン金（Ⅰ）クロライドによる触媒的ベ
ンジル位選択的アジド化法を確立するとともに、生成したアジド化合物のアジド基を
脱離基としたFeCl3触媒的Friedel-Crafts反応の開発にも成功し、1－アリールフタラン、
イソクロマンおよびインドリルメタン誘導体を容易に合成可能であることを見出した。 
以上の知見は、医薬品や機能性材料を構成する基本骨格であるビアリール誘導体の
効率的合成法であるとともに、フタランおよびイソクロマン誘導体の位置選択的官能
基化法も確立しており、博士（薬学）論文として価値あるものと認める。 
 
